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ン方梅… 一般に犯行、几列からなる方格に、氾種類の数字が、  

どの行、どの列にも1回ずつ現れるように並べられた方格。  

ラ「‾  ■F格法…  2種類のプロッタ因子をとりあげた実験配置牡  
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■ ラテン方格故について説明するために、例題乱1の  
げる。   

これをみると尽日の影響は各水準に対して平等であるが、1日のなかで行  

う実験の順序に関しては平等三睦ない。飼主邸、A4水準は5日間のうち3日  
間が最掛こ実験されて望。甘L‾日喧菓敵情塾甥験結果に影響  

■  

を与えるならば、これでは不公平である。このことから、1日のなかでの実  

験順序に関しても平等にしようとする実験法がラテン方格経である。  
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表4．1ラテン古格法での実験順序  

ラテン方格牡は2種類のプロッタ因子をとりあげた実験配置牡だと説明し  

たが、この実験では‘‘日坤と‘‘順序”が2種類価ブロック因子としてとりあ  
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ラテン方格法では、2種類■のプロッタそれぞれのブロック数は、比較し  

たい水準の数と一致しなければならない。今の例では、比較したい水準は  

Al，A2，A3，A4の4つであるから、 “日’’“順序’’という2種類のブロック  

のプロッタ数はそれぞれ4になっている。  
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自動車タイヤの4つの銘柄Al，A望，A3，A4に対し摩耗魔の比較をしたt  

1つの車に1つの銘柄のタイヤを取り付けて走らせることにすれば、Alを取  

り付けた車、A望を取り付けた車、Aきを取り付けた車、A4を取り付けた車の  

計4台を、全く同じ条件で走らせなければいけない。これは、車のばらつき、  

運転者の癖、交通事情などを考えるとほとんど不可能に近い。そこで1台の  

車に4種類タイヤを取り付けることができるので、‘‘車’’をプロッタにする。  

また、前輪左、前輪右、後輪左、壊輪右のどこに取り付けるかにより摩．耗度  

は変わるかも極れないので、‘‘取り付け位置’’もプロッタとしてとりあげたラ  

テン方格法で美穂宣長の壁二重よいと考えられる。  十■弾7・■ ■「■‘ 苛  
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4x4のラテン古格をランダムに1つ運びだし、そこに今の例で取り上げた  

水準を割り当てると、実験配置は表4．2のようになる。  

表4．2 タイヤの比較試験（ラテン方格法）  
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適当に4台の車を用意し、各章に表4．望に従ってAl，A2，A3，A4のタイ  

ヤを取り付ける。そしてこの4台の車をそれぞれ勝手に走らせ、適当な時期  

にタイヤの摩耗度を測定すればよい。この場合、用意する4台の車は同じで  

ある必要はなく、4人の運転者も同じ運転者である必要はなく、4台の車の  

走る場所、走り方も全く勝手でよい。  

一定時間走行後の各タイヤの摩耗量を測定したデータが表4．3である。  

表4．3 タイヤの摩耗量（mm）  
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験データの解析   

国子Aのα個の水準（処理）Al，A2，…，A瓜の比較実験を、αXαの  
ラテン方格を用いて実験する。2種類のプロッタを行（句と列岬）で表す。  

さらに  

乱（た） ＝処理Aたで実験されているデータの和  

1  

瓦・拘＝－乱（可 
＝処理A鳥で実験されているデータの平均値  
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表4．4 ラテン方格法による実験データ  
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一声の構造模型   

鞘の構造模型を次のように仮定する。  

鞘＝〃＋叫＋佑＋≠＋e壷j  （4．1）  

〟：一般平均   

処理璃鳥の勃  ．LT鳥＝U二〒  
た   

誤差、正規分  布叫0，㌔）に従う   
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目的：国子Aの水準間の比較  

このために仮説  

月も  ：Tl＝′乃＝ ＝■  ＝≠＝  

の検定をする。  

「「   

血h山一■＝・∫皿⊥   

；・l  



】ll仙Ⅷllll；・l  

・・・ く・チ  

l■ ■■■  

分散分析  

（4・1）式より、データに変動を与える要因は行の効果〔叫卜列の効果晩）、  

田子Aの効果（¶）、誤差（瑚）の4つである。そこで、紐平方和ゴアを行間平  

方和早見、列間平方和鮎、A間平方和耳A、誤差平方和島の4つに分解する。  
瓜（l  

紐平方和郎＝∑∑（瑚一打望  

I J  
α  

行間平方和粘＝α∑（軋一叫望  

■                                                   t  

α  
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分散分析表は表4．5のようになる。  

平方和  自由度  平均平方  

鴨＝草月／由  

1屯＝免／如  

l克＝耳A西A  

鴨＝島／車．  

如＝血－1  

如＝也－1  

車A＝α－1  

車．＝（也－1）（庄一2）  

表4．5 ラテン方格牡の分散分析表  

ただし  

．J  
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最適水準の決定  

t－■ LJl｛．．鳥越  誌⊥  

因子Aが有意ならば、Aの最適水準を決めるた  水準の効果の  

＝Aた水準でのデータの平均値＝軋潮  点推定  

信頼区間（鮎％） ：虎＝拘土昭也－1〕〔瓜一礼  
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グレコ・ラテン方格法   

まず、2つのラテン方格を用意する。それが表4．6であったとする。  

A   月   C   j〕   

月   A   ヱ）   C   

C   上I   A   月■   

刀   C   月   A   

亡ヒ   β   T   古   

7   古   α   β   

古   7   β   α   

β   亡k   古   T   

表4．62つのラテン古格  

この2つのン古格を重ね合わせると紺のような輔が得られる。  

■  



A   月   C   上）   

月   A   か   C   

ロ   上）   A   月   

j〕   ロ   月   A   Aα   眉β   ロT   上〕古   

βT   A古   上〕α   ロβ   

ロ古   刀T   Aβ   月厄   

刀β   ロα   月古   AT   

亡ヒ   β   T   古   

T   古   亡ヒ   β   

古   7   β   凸   

β   亡k   古   7  
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チ′  この重ね合わせて得られた方格がグレコ・ラテン方軋守ある。甥   

グレコ・ラテン方格は次の2つの性質を持っている。  

（叶各行、各列に、ラテン文字とギリシャ文字がそれぞれ1回ずつ  

現れている。  

（2）．ラテン文字とギリシャ文字との可能な組合わせ（4x4＝16通り）  

が方梅内に1回ずつ現れている。  

2つのラテ転方格を重ね合わせたと  き、性質  をもつならば、この2つ  
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